
持続可能な価値システムの合理性に捧げる労働から、
多様な⽣きるを⽀えるためのシステム

へ

所有を⾼めるだけなく、
Wellbeingを⾼める豊かさ

データによる価値の可視化と共有 共有価値（Shared Values）への貢献

People-centered： 人々の共有価値を軸に、社会を共創する

「加点主義」によ
り 新たな価値も
創出

所有による豊かさの限界
スティグリッツ GDPの限界

「⽣きる」とは何かの問い
『君たちはどう⽣きるか』

経済主導社会から価値主導社会
へ
「アント・フォレスト」

『ROMA』の事例
これらの経済は⼈を軸に動く

SDGs
「サーキュラー・エコノミー
（循環経済）、ディープテッ
ク」

Libraの試み

価値（Shared Values）への
貢献がないとデータ活⽤が
困難になる
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The Greatest Happiness with Diversity and Inclusion
最大“多様”の最大幸福へ

The Greatest Happiness of The Greatest Number
最大多数の最大幸福から

統治者発想 →生活者発想
独占資本発想 →データ共有発想
短期収益至上主義 →持続可能な社会
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Data Free Flow with Trust の必要性

基本権主導資本主義主導 権威主義主導

GDPR・データポータビリティによ り、国

や企業に提供した個人データを 市民が

コントロールできるように。

社会信用システム「信用中国」で、価

値そのものの共有が広がる。

合理的な企業活動によるイノベー

ションと「GAFA」の隆盛。

しかし、データについても所有財とし て

の側面が強く、結果として個人の

コントロール権が強すぎる。

しかし、トップダウンで一元的。監視

社会のおそれ。

しかし、データ覇権主義への警戒。

VALUE CO - CREATION

SOCIET Y（価値共創社会）

への移行の背景

「 Society 5.0」と「データ駆動型社会」では、石油ではなくデータが資源になる。

次世代の社会システムの方向性として【 資本主義主導型 】 【基本権主導型 】 【権威主義主導型 】の

3つがあるが、それぞれに強み弱みがある。
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21世紀の新しい基本的人権

1人ひとりを軸にしたオープンなデータ活用、データアクセス権の確立
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